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研究成果の概要（和文）：本研究は、看護師の生涯学習を推進するため、看護師が自らの目標管理に対する自己
点検を支援するLMS（Learning Management System）を構築・試行したものである。看護師へのインタビューの
結果から、自己調整学習への理解を深めながら自らが有るべき （有りたい）姿を探究し、それが他者のモデル
にもなっていく経験を積むことが有効な方略と考えられた。そこで、(1)自己調整学習理論とコーチング理論を
自己学習し、(2)その後３名１組となって、それぞれが定期的に自己目標に対する内省を投稿し、(3)相互にモデ
リングとコーチングを実施するLMSと研修プログラムを開発、有効性を確認できた。

研究成果の概要（英文）：This study aims to promote lifelong learning among nurses by constructing 
and testing a Learning Management System (LMS) that supports nurses' self-assessment of their own 
goal management.  Based on the results of interviews with nurses, we found that an effective 
strategy was needed to deepen their understanding of Self-Regulated Learning, explore their own 
ideal (desired) image, and gain enough experience to become a model for others.  Therefore, we 
developed an LMS and a training program in which (1) participants could understand the 
Self-Regulation Learning Theory and coaching theory (2) each participant, in a group of three, could
 then periodically post his or her reflection on self-goals and (3) modeling and coaching could be 
carried out together.  Our study confirmed the effectiveness of this program. 
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、看護師の生涯学習に不可欠な自己調整を自らの看護業務上の目標達成に向けて計画的に遂行するプロ
セスで発揮できるように、他の看護師と協働しながら相互にモデリングとコーチングを実施できる研修プログラ
ムを構築したところに意義がある。しかも、オンライン上で交流するため不規則な勤務時間や距離的な制約がな
く、感染のリスクも抑えながら実施できる研修方法を明らかにした。指導者からの指導に頼らず学習者（看護
師）間で共に成長し合う研修方法は、他のスタッフらに対するモデリングとなり自己調整の発揮と生涯学習の動
機づけになる可能性の示唆を得ることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
現在の看護系人材育成の看護管理学的な教育・評価システムの現状として、看護実践者として

自ら学び続ける必要性が謳われているにもかかわらず、その能力・態度の育成に課題があること
が推察されている。 
しかも、看護教育には克服が求められる現実的な問題がある。一つ目は、看護師の不規則勤務

という勤務形態による制約である。ある研修に参加を希望したとしても勤務の都合上全員が参
加することはほぼ難しい。二つ目は、高等教育を受ける機会に関して大都市と地方の地域間格差
の問題である。特に、地方都市には主に教育が提供される大都市への移動に時間的、経済的なコ
ストがかかり、学びたくても学ぶことが難しい不平等があると言える。 
これまで「自ら学ぶ力」については「自己教育力」や「自ら学ぶ力」等の概念で取り組まれて

きている。これに対して、それらの概念は理念に留まり心理学的なメカニズムの説明や実証的な
知見に基づく実践は十分ではなかったという指摘がある（伊藤, 2009）。一方、米国の教育心理
学者である Zimmerman が提唱した自己調整学習理論は、Schunk & Zimmerman（1998/2007）
によって学習サイクルと呼ばれる「計画」「遂行または意志的制御」「自己内省」からなる学習方
略のメカニズムが示されることで、学習者が自ら目標に向かった階層目標計画の立案、意志的に
自己指導による遂行の制御、そして、自己内省を動機づける学習活動を展開できるよう促すとい
った学習支援の指針が導かれた。さらに自己調整学習は学習者の社会的な文脈の中で成員や学
びの機会の間の相互作用と共同調整や、コーチングにおけるコーチとクライアントとの関係同
様の「協同的な関係」（Grant，2005）によって促進されることが指摘されている。 
このことから看護師が他の看護師らとコーチング—クライアントの関係性を築くことによって

看護師間に相互作用が機能し、双方の自己調整学習の獲得を促進することも期待できる。しかも、
自己調整学習は学習者中心の教育パラダイム（Reigeluth，2017）の中心的概念の一つであり、
適切にデザインされたオンライン教材によって地理的、時間的限界性を抑えて実現できる可能
性が高められる。 
以上から、看護師間に不規則勤務や施設の違いなどの限界性があったとしてもオンライン教

材を活用することで看護師間のコミュニケーションを図り続けることができると考えた。本研
究では看護師間で相互にコーチングし合う協同的な学習支援関係をオンライン上に設けた学習
コミュニティ内で展開できる教育プログラムを提供することにより、看護師は地理的、時間的限
界性を抑えながら相互に自己調整学習を獲得し、ひいては看護実践能力の向上、目標管理上の目
標達成を図ることができると期待される。 
２．研究の目的 
本研究は、看護師の生涯学習の実現に資する教育方略を見出すため、自己調整学習の観点から

看護師と看護現任教育の様相を明らかにし、看護師が本来有するコーチングの機能を活かしな
がら看護師向けの自己調整学習の効果的な獲得を支援する教育プログラムとオンライン教材の
構築と試行を目的とした。 
３．研究の方法 
自己調整学習の実践に関しては学習のサイクルが提案されているものの、看護師にとって自

己調整学習の実践への影響要因や課題は明らかになっていないうえ、コーチングの寄与の可能
性についての考察が必要である。そこで、研究１として教育的役割を担う看護師へのグループイ
ンタビューを手がかりに、看護師の自己調整学習の獲得過程と課題について探索的に調査した。
その後、研究２・３として、第１段階の結果をもとに看護師が自らの目標管理に対する自己点
検を支援する LMS（Learning Management System）と教育プログラムを構築し、看護師を対象
に教育プログラムを試行、有効性を検証することとした。 
１）研究１ 
教育的役割を担う看護師による、看護師の自己調整学習の獲得を支援する過程を探索的に明

らかにすることを目的に、2018 年 10 月〜12 月にかけて、施設内で看護師教育の中核を担って
いる担当次長もしくは看護師長等からジェネラリストへの教育に関して実績を認められている
看護師 12 名を対象に、4 グループに分かれて 1 グループ 1 時間程度のフォーカスグループイン
タビューを行った。得られたデータは KJ 法を用いて出てきた概念を構造化した。なお、事前に
所属大学の研究倫理審査委員会の承認を得、施設の看護管理者より研究協力への承諾を得て実
施した。 
２）研究２ 
研究１で明らかになった看護師の自己調整学習の獲得過程と課題をもとに、看護師が自らの

目標管理に対する自己点検を支援する LMS と教育プログラムを構築し、試行することで有効性
を検証することを目的とした。対象者は、認定看護管理者教育課程ファーストレベルを修了した
看護師長３名とし、LMS を用いた教育プログラムを４週間実施し、実施期間終了後、各 1時間程
度の個別インタビューを行った。定量データについては単純集計し、定性データについては、KJ
法にて個人の体験をまとめるとともに、3 名のデータを統合した。なお、事前に所属大学の研究
倫理審査委員会の承認を得、施設の看護管理者より研究協力への承諾を得て実施した。 
３）研究３ 



看護師が自らの目標管理に対する自己点検を支援する LMS と教育プログラムの有効性を検証
することを目的とした。検証にあたり課題となっていた LMS への投稿後他の参加者への自動通
知機能を開発し LMS に実装した。期間は 2021 年 6月から翌年 2月、対象は 1施設の主任看護師
69 名であった。本研究では各看護師に本教育プログラムに参加してもらい年度末に個人目標の
達成度ならびに本教育プログラムの評価を行った。なお、事前に所属大学の研究倫理審査委員会
の承認を得、施設の看護管理者より研究協力への承諾を得て実施した。 
４．研究成果 
１）研究１ 
４グループにおける各グループの KJ 法による個別分析の分析から浮かび上がったラベルを元

ラベルとして総合分析を行った。なお、総合分析は、山浦（2012）によって「個別分析の事例的
性格から一歩外に踏み出し、普遍的・法則的性格へと近づくプロセス」と説明されている。結果、
11 個のラベル（表札）が残り、それぞれのラベルの関係を「シンボルマーク」を加え、構造
化した。構造化の結果を以下に示した（斜体部分）。 
教育的役割を担う看護師の自己調整学習の認識は次のとおりである。まず、「自己調整学習者

としての看護師像」として「初歩的な自己調整者の側面」を認識していた。主に新人看護師を想
定し、そうした看護師には「離職防止のためのワークライフバランスへの配慮と有るべき（有り
たい）指導者像の探究困難状態」という「状況認識による指導上の配慮」と、「共に行う姿勢と
病棟の特徴に根ざし現在の役割遂行の先にある目標の提案と励まし」という「積極的な教育的関
わり」のサポートが行われていた。これらの背景には「指導者として慕われたい、評価されたい」
という「指導者の希望」と、「自身の新人時代の経験による自己調整学習への価値付けの低さ」
という指導者の「指導上の本音」の両面が下支えしていると読み取れた。そして、看護師は２〜
３年目を迎えると、「指導者不在により目標の見失いと不安の増大」という「新人期後の課題」
に直面する者もいた。しかし、職場環境によって「他スタッフへのエンロールとモデリング」と
いう「他スタッフと共に起こる自己調整学習の向上」へ成長を遂げる看護師がいる一方で、「ス
タッフの疲弊による同調（横並び）思考と適切なモデリング不足」という「自己調整学習の獲得
が困難な職場環境による伸び悩み」となる看護師もいる現実があった。「他スタッフへのエンロ
ールとモデリング」と「積極的な教育的関わり」は好循環となると考えられる一方、「スタッフ
の疲弊による同調（横並び）思考と適切なモデリング不足」はさらなる「離職防止のためのワー
クライフバランスへの配慮と有るべき（有りたい）指導者像の探究困難状態」を助長すると捉え
られた。複数の教育的役割を担う看護師らは、「他スタッフと共に起こる自己調整学習の向上」
を促進し、「自己調整学習の獲得が困難な職場環境による伸び悩み」を改善するための「自己調
整学習の普及方略」として「理論の学習とモデリング、成功体験の積み重ね」を挙げた。しかし、
一方で看護師長らは「自己調整学習が向上する実感はあるが説明できないので、支援する方法を
知りたい」と自己調整学習を捉えていた。そして、「自己調整学習の獲得が困難な職場環境によ
る伸び悩み」の現実と相俟って、「自己調整学習は基礎教育で習得させてほしい」という「基礎
教育への要望」となっていた。そして、それは「初歩的な自己調整者の側面」の改善を意図して
のことであった。以上より、看護師の自己調整学習は、「初歩的な自己調整者の側面」から「他
スタッフと共に起こる自己調整学習の向上」と「自己調整学習の獲得が困難な職場環境による伸
び悩み」へ向かい「基礎教育への要望」とつながる論理構造を持っていた。 
以上の結果より、教育的役割を担う看護師における自己調整学習への価値付けの低さ、同調

（横並び）思考が広がる組織・環境要因によるモデリング不足、そして、有るべき指導者像の探
究困難状態といった自己調整学習の阻害要因が示唆された。一方、看護師の自己調整学習は他の
スタッフと共に起こり、スタッフ間に何でも話せる環境があり、自身の成長が患者へ貢献できる
ことが共通了解されることで、看護師の意図や行為が他のスタッフをエンロールし（巻き込み）
モデリングが起こる促進要因も認められた。 
しかし、そうした促進要因が機能するためには、積極的に学ぶ看護師によるモデリングと看護

師間の協同による相互作用が起こる職場環境が重要であり、もともと自己調整学習への価値付
けが低い環境下では機能しづらいと考えられる。しかも、現在の看護管理学的な教育・評価シス
テムにおいて、クリニカルラダーや目標管理制度には自己調整学習の観点は含まれているとは
いい難い現状が推察される。 
２）研究２ 
研究１の結果より、自ら学び続けることのできる看護師を育成してくために、自己調整学習理

論とコーチング理論を自己学習し、その後３名１組となって、それぞれが定期的に自己目標に対
する内省を投稿し、相互にモデリングとコーチングを実施する学習支援を、既存の教育・評価シ
ステムに補完していくことが課題としてあげられた。 
 開発した LMS の概要は次の通りである。研究者と参加者は IDとパスワードでログインできる
ようにした。認証は内部データベースで管理し、パスワードは暗号化して保存するようにした。
そのため、本オンライン教材には許可されたメンバー以外はアクセスできないようにした。権限
管理は、「管理者」および「学生」の２つのロール（Moodle 上でアカウントに付ける属性）
を設定し、参加者は「学生」として設定した。そのため、参加者は研究者の管理者に限定し
た画面を閲覧したり、ページ全体を編集したり変更したりすることはできないようにした。
動作環境は、Internet Explorer、Chrome、Firefox、safari などのブラウザーソフト、およ
び、スマートフォン用アプリ上で動作することを確認した。そのため、ほぼ全ての参加者が



普段使い慣れているソフトやアプリケーションを使ってオンライン教材にアクセルできる
ようにした。Moodle を稼働させる保存するサーバについては、セキュリティが高く、カス
タマイズが自由に可能となるレンタルサーバーを契約した。セキュリティについては、WAF
と SSL 証明書の２つを用いて、サーバ攻撃やデータ流出を未然に防ぐ方策を講じた。ペー
ジは、コーチング理論と自己調整学習理論についての学習ページ、掲示版、および、研究者
への問い合わせの４つのパートから構成した。学習者は、学習ページの閲覧、小テストの受
験、掲示板へ投稿を行うものとした。 
 教育プログラムの概要は次の通りである。各自オンライン教材にアクセスし、自己調整学
習理論とコーチング理論の基礎知識を小テストで全問正解するまで学び、自身が今回取り
組む目標を表明するところまでを個人で行う。その後、それぞれの参加者に別の参加者がコ
ーチ、もう一名がコーチとのやりとりの観察者の役割を担い、他の参加者に対して役割が重
複しないように調整し、3 名が同時に 3 つの役割（目標到達を目指すクライエント役、コー
チ役、観察者役）を担う体制を作る。そして、LMS の掲示板にクライエント毎のスレッド
を作成し、①クライエントによる自己内省と次週の計画、②コーチによるコメント、③クラ
イエントからのコーチのコメントを受けた反応、④観察者からの観察結果、⑤クライエント
からの観察結果を読んだ反応、の順番で 4 週間継続して毎週投稿し、最終的に各自が自己
目標の達成を目指してもらった（図１）。 
 
 

 
図１．プログラムの３つの役割と相互関係を支える研修設計イメージ 

 
 
 研究２の結果としては、参加者は同一病院の看護師長３名であった。参加者は全員 40 歳代の
女性で、看護経験は 20〜30 年、看護師長経験は 3年以下であった。３名ともに個人目標の達成
状況は 10段階中 5ポイント以上上昇していた。また、自己調整学習の獲得についても「計画」
「遂行・意志的制御」「自己内省」全てにおいて 10 段階中 7 ポイント以上の向上を自覚してい
た。 
三氏の語りをもとにより普遍的・法則的視座を得るため KJ 法による個別分析の分析から浮か

び上がったラベルを元ラベルとして総合分析を行った。結果、三氏の個別分析の見取り図を元に
最終的に 11 個のラベル（表札）が残り、それぞれのラベルの関係を「シンボルマーク」を加え、
構造化した。構造化の結果を以下に示した（斜体部分）。 
プログラムに参加した看護師長３名の認識は次のとおりである。プログラム参加にあたり「限

られた時間でのチャレンジ」として、「為すべきことへ集中できる時間確保と自己への叱咤激励」
を行っていた。そうした中で、「ファシリテーターによる即時対応」の「研修効果への影響」を
受けながら、「相手がいることでの義務感と負担感がある中での文字化して積み重ねる大切さの
理解」という「プログラムに対する評価の変化」を起こしていた。そして、「自分事としての観
察とモデリング」する「観察者体験」、「クライアントの実践結果の承認とコーチとしての自己評
価」という「順調なコーチ体験」による学習の転移により、「自己理解の深まりと自己調整によ
る目標到達」という「自己調整学習の向上実感」を得ていた。そして、「研修成果のさらなる自
己内省と継続的な目標への意欲」という「教育プログラム終了後の認識」をもたらしていた。一
方で、「適切なコーチングがわからない苦心」という「困難なコーチング体験」を経ることで、



それが「必要性の自覚による学び直し」という「学びへの動機づけの変容」が起こり、「思考の
向上と相手へ気づきをもたらす承認、およびアドバイスの実施とモチベーションの向上」という
「他者貢献できるコーチング体験」を可能にしていた。そして、「他者貢献できるコーチング体
験」は、「自己調整学習の向上実感」と相俟って「研修成果のさらなる自己内省と継続的な目標
への意欲」という「教育プログラム体験後の認識」を下支えするとともに、本教育の基盤となる
「同じ管理職で近い立場性による安心感」による「参加メンバー間のチームワーク」を強化して
いた。さらに、「教育プログラム体験後の認識」は「負担軽減のために役割を減らしたり字数制
限をしない」という「相互コーチング方法の維持」の根拠となり、看護管理者として「教育プロ
グラム対象者の応用可能性」や「教育プログラムの時期的応用可能性」へと関心が向かっていた。
同時に、「情報アクセスへの効率化」の「研究プログラムの改善要求」もあり「教育プログラム
の応用可能性」を促進していた。以上より、相互コーチングによる自己調整学習の獲得に関する
オンライン支援プログラムの体験は、「参加メンバー間のチームワークの支えのもと、限られた
時間でのチャレンジから研修成果のさらなる自己内省と継続的な目標への意欲と教育プログラ
ムの応用可能性への想起にいたる」という論理構造を持っていた。 
以上の結果より、プログラム参加者の教育プログラム試用の体験は、参加メンバー間のチーム

ワークの支えのもと、限られた時間でのチャレンジから観察者体験と通常の順調なコーチ体験
による学習の転移を起こしながら、自己調整学習の向上の実感を伴いながら継続的な目標への
意欲と教育プログラムの応用可能性の想起にいたる論理構造を持っていたと考えられる。 
３）研究３ 
69 名中 25名から回答が得られた。対象者の年齢は平均 47.8 歳（SD4.6）、看護師経験年数

は平均 26.1 年（SD4.5）、主任経験年数は 6.6 年（SD4.1）であった。 
個人目標達成度と自己調整の学習サイクルの各項目間の関連について、個人目標達成度と「遂

行／意思的制御」に中程度の有意な正の相関関係が認められ、個人目標達成度を高く自覚する程、
「遂行／意思的制御の向上の程度を高く自覚していた（r=.529, p＜.001）。 
また、自己調整の学習サイクルの 3 項目間全ての 2 変量間に中程度から強い正の相関関係が

認められ、各項目で向上の程度を高く自覚する程他の項目も高い評価となる傾向が確認された。 
以上の結果より、学習サイクルの「遂行／意思的制御」は、学習サイクルの「計画」「自己内

省」や、さらに毎月の振り返り、コーチならびに観察者からコメントを受けることと有意な相関
関係が認められた。従って、LMS と教育プログラムを用いることで、各看護師がコーチや観察者
から助言を受けることで内省が深まり、計画の遂行が下支えされることで、一定の成果をもたら
す有効性が示唆されたと考えられる。 
４）看護師向けの自己調整学習の効果的な獲得を支援する教育プログラムとオンライン教材の
評価 
本研究では、インターネットと学習管理システムのテクノロジを用いて看護師が対面せずと

もオンライン上で相互にコーチングを行い協働関係や相互作用を発揮し、各自の自己調整学習
を獲得し目標管理や看護実践能力の個人目標の達成をデザインした。その結果、地理的、時間的
限界性を抑えた学習コミュニティを拡張できる可能性が示唆された。本研究では同一施設の看
護師を対象としたため、地理的な制約は少なかったと考えられるが 3 交代制勤務の時間的限界
性を抑えて他の参加者（学習者）と協同学習が十分に可能であることが示唆された。 
オンライン学習は場所に制限されることはないため、関連病院が複数あるような母体や施設

を越えて専門領域を同じくする看護職者らの学習コミュニティにおいて、コミュニケーション
可能である。以上より、時間的・地理的限界性のため対面しづらい状況でもオンラインを通して
学習コンテンツや他の参加者（学習者）とコミュニケーションを図ることができ、看護師の生涯
学習を支援できると考える。 
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